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【11月】

連合長野第26回年次大会開催
～労働者のパワーアップで「守る」「変える」「創る」の実践～
連合長野は10月24日（金）、ホ

テル国際２１の３階「千歳」の間に
おいて、第２６回年次大会を開催。
運動方針の補強や規約・規程の
改定等について決定がされた。
冒頭、髙橋副会長の開会あい

さつでは今年の７～９月に発生し、
多大な被害をもたらした広島の豪
雨災害、南木曽の土石流および
御嶽山の噴火に触れ、犠牲となっ
た方々に黙とうがささげられた。
続く主催者代表あいさつで、中山会長は東日

本大震災を含めた災害復興支援に触れ『これ
ら県内外の大災害を忘れることなく、あらゆる機
会を通じて支援の必要性を伝えていかなけれ
ばならない』と話しがあったほか、現在の経済・雇
用情勢について『消費税増税で物価が値上が
りした一方、非正規雇用等による低賃金で働い
ている人も増加している。アベノミクスの効果は県
内には届いておらず、格差が拡大し固定化して
いる』『過労死・過労自殺の認定は年間100件
程度だが、実際には800～ 1200件もの申請が
出ている。生活者・勤労者の犠牲による経済成
長はありえない』と労働法改悪に断固反対し、県
内でも世論喚起をしていくことを述べた。
加えて政策制度実現に向けた政治行動・社
会運動についても『来年の統一地方選挙は厳
しい状況が予想される。推薦・連携議員との一
層の連携強化が必要。選挙後の議会運営に
関しても、会派を越えた政策ごとの部分連合に
ついても模索していく必要がある』『数は力。労

福協等連携・協同関係にある団体とも協力し
つつ、組織拡大を積極的に行っていくことが重
要』と話し、最後に『私たちをとりまく環境は大
変厳しく、予断を許さない。残された1年、全力
で共に頑張る』ことを参加者全員で確認した。
大会では2014-15年度運動方針補強、規
約・規程の改定、2015年度予算および第4次
男女平等参画推進計画がそれぞれ満場一
致で可決後、2014ディーセント・ワーク世界行
動デーアピール、第18回統一地方選挙での
勝利に向けた特別決議・大会宣言が承認さ
れ、最後に中山会長の「団結ガンバロー」で
大会を締めくくった。

中山会長あいさつ



連合長野の新たな一年が
ここからスタート！
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会長 中 山 千 弘 ＵAゼンセン
副会長 髙 橋 精 一 自治労

小 池 政 和 電機連合
林　 光 彦 ＪＡＭ甲信
師 玉 憲 治 郎 ＵAゼンセン
米 持 正 道 ＪＰ労組
寺 澤 博 幸 電力総連
小 林 和 雄 農団労
中 村 雅 代 自治労

事務局長 根 橋 美 津 人 電機連合
副事務局長 徳 武　 淳 情報労連

執行委員 村 山 智 彦 自治労
山 口 正 巳 電機連合
林　 美 穂 電機連合
櫻 井 由 紀 夫 ＪＡＭ甲信
中 村 主 計 ＵAゼンセン
鈴 木 伸 一 自動車総連
山 本 龍 三 ＪＰ労組
黒 岩 典 光 電力総連
埋 橋 登 美 恵 電力総連
三 村 光 正 情報労連
高 野 嘉 樹 農団労
鈴 木 武 志 運輸県連
小 林 和 彦 ＪＲ総連
山 口 博 行 フード連合
若 林　 茂 私鉄県連

執行委員 小 松　 豊 基幹労連
内 堀 泰 徳 全電線
芦 沢　 守 全国一般
下 條 広 道 森林労連
吉 田 喜 美 夫 国公総連
栗 林 正 直 印刷労連

会計監査 塩 原 康 之 化学総連
久 保 直 樹 ＪＲ連合
松 井 謙 宏 全労金 

連合長野では各構成組織・地域協議会のご協力のもとにカンパ金
をいただき、地域・社会貢献活動に役立てている。
第26回年次大会では３団体に対し目録の贈呈式を行った。連合・
愛のカンパより伊那市総合型地域スポーツクラブへの助成金として
33万円、連合長野ふれ愛基金より「あしながＰウォーク10」実行委員
会、及び外国籍児童就学支援を目的とした「サンタ・プロジェクト」にそ
れぞれ30万円を寄付し、各団体の一層の発展を願った。 贈呈を受けた３団体代表の皆さん

地域・社会貢献のため、
連合・愛のカンパとふれ愛資金を贈呈

２０１5年度　役 員 体 制 （敬称略）

退任役員一覧

副事務局長 自治労 黒 栁 浩 樹
執行委員 電機連合 伊 東　 浩

電機連合 千 野 由 香 里
農団労 小 岩 洋 平
ＪＲ総連 大 久 保 真 也
フード連合 石 川 暁 経
基幹労連 山 下 和 彦
国公総連 矢 﨑 真 治

会計監査 ＪＲ連合 塩 原 利 明

敬称略

退任された役員の皆さま、
大変お疲れ様でした！
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全労済長野県本部（長野県労働者共済生活協同組合）

全労済公式キャラクター

「ピットくん」

11月26日（水）、連合長野は2015年度第1回執行
委員会を開催し、12月14日（日）投開票の第47回衆
議院議員選挙の候補者推薦と対応方針を決定した。
今回は執行委員会と合わせて、選挙に向けた決起
集会が行われた。
決起集会には神城断層地震の視察で白馬村を
訪れていた民主党・海江田万里代表をはじめ、民主
党長野県連の北澤俊美代表、長野1区の篠原孝候
補予定者が来館。海江田代表からは『今国会につ
いて、我々が最重要課題としてきた労働者派遣法
改悪の阻止については、皆さんの協力のもとに廃案
となったが、再び安倍政権が過半数を得ることにな
れば、派遣法のみならず残業代ゼロ法案についても

議論が進むことになる。今の日本で大切なのは分厚
い中間層を育てていくこと、そのためには雇用の安定
と子育て支援、社会保障が重要となるが、安倍政権
は国のことを考えても国民のことは考えていない。今
回の選挙戦では連合と民主党との団結力が試され
る時。これまで以上に皆さんのご支援をお願いした
い』と選挙戦に向けた決意表明および支援要請が
あり、北澤代表からも『安倍政権は国会を自分たち
の政策を通すための道具としか見ておらず、このまま
では危険な道を歩むことになる。国民から民主党に
与えられた期待を我々が担っていかなくてはならない。

県内５つの選挙区で勝ち
抜くため、皆さんと共に力
を合わせていきたい』と話
があり、最後に中山会長
による「団結ガンバロー」
により、連合長野と民主
党が力を結集して選挙戦
を戦っていくことを決意し
た。

大義なき解散に真っ向勝負！
第47回衆議院議員選挙　決起集会を開催

（左から）篠原候補、中山会長、北澤議員、海江田代表 海江田代表による決意表明


